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第
八
十
九
号 

天皇皇后両陛下奉送迎 

❏去る11月23日、日本李登輝友の会愛知県支部が設立10周年を
迎え、記念総会が開催された。日本李登輝友の会愛知県支部は、
李登輝元台湾総統の人生哲学と政治理念に学び、日台両国の絆を
深める運動を展開。支部長には重冨 亮氏（日本会議愛知県本部
会長）が就任されており、日本会議愛知県本部と共に支えあう友好
団体として、今日まで歩んで来ている。当日は各界代表の参列の下、
10年の歩みを振り返り、今後を展望する発表があった。 

日本李登輝友の会愛知県支部 
設立10周年記念総会が開催さる 

❏天皇皇后両陛下におかれては、去る、11月16
日～18日の３日間、愛知県と長野県を行幸啓あそ
ばされた。日本会議愛知県本部では、名古屋駅に
てお出迎えとお見送りをさせていただき、1,000本
の国旗小旗も配布。 
両陛下は、愛知県の犬山市の入鹿池と小牧市のメ
ナード美術館をご視察になり、沿道各所においても
多くの人々より奉送迎をお受けになられた。 

奉迎者にお応えになる両陛下 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

  

昨
年
は
、
遂
に
衆
参
両
院
の
改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を
確
保 

し
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
も
議
論
が
再
開
さ
れ
、
い
よ
い
よ
国 

会
発
議
への
道
す
じ
が
つ
い
て
来
ま
し
た
。 

  

戦
後
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
り 

つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
す
。 

  

私
ど
も
は
来
た
る
べ
き
国
民
投
票
に
備
え
て
、
更
に
運
動
を 

活
発
化
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

平
成
二
十
九
年 

元
旦 

      

日
本
会
議
愛
知
県
本
部  

会 

長 

重
冨 
亮 

                

理
事
長 

森
藤
左
エ
門  

お出ましを待つ奉迎者 

開会の挨拶 重冨 亮支部長 

記念講演 八田修一氏 
（烏山頭ダム八田與一技師令孫） 

祝辞 塚本三郎氏 
（元民社党委員長） 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１月８日（日）午前８時開始。 
■引き続き２月５日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★１２月４日は１０名の参加でした。ありがとうござい
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （１２月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十九年一月  
 

事
務
局
日
誌 

（十
一
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二
十
三 

愛
知
県
お
隣
の
岐
阜
県
に
も
二
箇
所
の
陵

墓
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
が
第
九
代
開
化

天
皇
の
皇
子
の
日
子
坐
命
の
お
墓
、
そ
し

て
も
う
ひ
と
つ
が
第
十
代
崇
神
天
皇
の
皇

子
の
八
坂
入
彦
命
の
お
墓
で
す
。
こ
の
お

二
方
の
お
墓
は
別
々
の
日
に
、
と
も
に
家

族
と
参
拝
に
伺
い
ま
し
た
。 

日
子
坐
命
墓
を
参
拝
し
た
の
は
平
成
二
十

五
年
の
十
月
で
し
た
。
岐
阜
金
華
山
（
稲

葉
山
）
か
ら
西
北
西
へ
五
キ
ロ
ほ
ど
の
距

離
の
長
良
川
の
左
岸
近
く
に
あ
り
ま
す
。

主
祭
神
に
日
子
坐
命
（
ひ
こ
い
ま
す
の
み

こ
と
）
を
祀
る
式
内
、
伊
波
乃
西
神
社

（
い
わ
の
に
し
じ
ん
じ
ゃ
）
に
向
か
っ
て

左
側
に
お
墓
に
向
か
う
参
道
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
伊
波
乃
西
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
れ
か
ら
一
旦
鳥
居
ま
で
戻
り
お
墓

の
参
道
に
進
み
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

歩
い
た
の
ち
数
十
段
の
階
段
を
上
っ

た
と
こ
ろ
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

日
子
坐
命
は
垂
仁
天
皇
の
皇
后
日
葉

酢
媛
命
（
ひ
ば
す
ひ
め
の
み
こ
と
）

の
お
じ
い
様
に
あ
た
り
ま
す
。
垂
仁

天
皇
と
日
葉
酢
媛
命
と
の
間
に
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
五
十
瓊
敷
入
彦
命

（
い
に
し
き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と
）

は
金
華
山
の
麓
の
伊
奈
波
神
社
の
主

祭
神
で
あ
り
ま
す
。
日
子
坐
命
墓
、

伊
波
乃
西
神
社
、
伊
奈
波
神
社
は

セ
ッ
ト
で
参
拝
す
る
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。 

 

六
日
（
日
）
第
八
六
回
愛
知
縣
護
國
神

社
清
掃
奉
仕
へ
。
奉
仕
者
に
靖
国
カ
レ

ン
ダ
ー
を
謹
呈
。 

十
六
日
（
木
）
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
名

古
屋
駅
に
て
お
出
迎
え
。
両
陛
下
は
、

本
日
よ
り
明
後
日
ま
で
、
愛
知
県
と
長

野
県
を
行
幸
啓
あ
そ
ば
さ
れ
る
。
今
日

は
、
犬
山
市
の
入
鹿
池
を
ご
視
察
に
な

り
、
二
泊
を
長
野
県
阿
智
村
に
て
お
過

ご
し
に
な
り
、
三
日
目
に
は
、
小
牧
市

の
メ
ナ
ー
ド
美
術
館
に
も
お
立
ち
寄
り

と
の
こ
と
。 

十
八
日
（
金
）
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、

二
泊
三
日
の
ご
視
察
を
終
え
ら
れ
て
お

健
や
か
に
御
帰
京
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
私

ど
も
は
、
名
古
屋
駅
に
て
お
出
迎
え
と

お
見
送
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

間
近
で
御
姿
を
拝
し
た
方
々
よ
り
、
感

動
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
終
了
後
、

有
志
に
て
直
会
。 

二
十
三
日
（
水
）
日
本
李
登
輝
友
の
会

愛
知
県
支
部
設
立
十
周
年
記
念
総
会
へ
。

第
一
部
総
会
で
は
、
塚
本
三
郎
先
生

（
元
民
社
党
委
員
長
）
よ
り
祝
辞
が

あ
っ
た
。
塚
本
先
生
に
は
、
設
立
当
初

よ
り
最
高
顧
問
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
、
御
歳
九
十
歳
。
益
々
ご
壮

健
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ま
た
、
前
事
務

局
長
の
渡
邊
裕
一
氏
も
遥
々
と
山
口
県

よ
り
駆
け
付
け
ら
れ
、
在
任
中
の
思
い

出
が
語
ら
れ
た
。 

人
の
娘
が
い
ま
し
た
。
第
十
二
代
景

行
天
皇
が
こ
の
地
方
に
行
幸
あ
そ
ば

さ
れ
た
お
り
弟
姫
を
お
見
初
め
に
な

ら
れ
ご
一
緒
に
お
過
ご
し
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
景
行
天
皇
が
お
帰
り

に
な
る
際
、
弟
姫
は
お
妃
に
な
る
こ

と
を
姉
の
入
姫
こ
と
八
坂
入
媛
命
に

お
譲
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
八

坂
入
媛
命
が
第
十
三
代
成
務
天
皇
や

愛
知
県
に
お
墓
の
あ
る
五
十
狭
城
入

彦
皇
子
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
景

行
天
皇
と
弟
姫
の
お
過
ご
し
に
な
っ

た
泳
宮
（
く
く
り
の
み
や
）
跡
は
八

坂
入
彦
命
墓
よ
り
更
に
可
児
市
方
面

に
二
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
左
手
の
住
宅

街
の
奥
に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
可

児
市
郷
土
歴
史
館
も
あ
り
銅
鐸
な
ど

の
出
土
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

松
川
秀
康
） 

第
二
部
で
は
、
八
田
修
一
氏
（
烏
山
頭
ダ
ム

八
田
與
一
技
師
の
令
孫
）
が
「
嘉
南
大
圳
と

日
本
精
神
」
と
題
し
て
講
演
。
八
田
技
師
の

精
神
性
の
高
さ
に
触
れ
た
お
話
は
、
参
加
者

に
深
い
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
第
三

部
の
祝
賀
会
で
は
、
台
湾
へ
の
想
い
が
全
員

か
ら
述
べ
ら
れ
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
た
。
設
立
時
よ
り
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
者
と
し
て
、
嬉
し
く
有
難
い
日
だ
っ

た
。 

五
日
（
土
）
美
し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
愛
知
県
民
の
会
主
催
に
よ
る
、

細
川
珠
生
さ
ん
講
演
会
を
開
催
。
来

場
者
は
一
二
〇
名
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
。 

さ
て
、
八
坂
入
彦
命
（
や
さ
か
い
り

ひ
こ
の
み
こ
と
）
の
お
墓
は
平
成
二

十
六
年
の
お
正
月
五
日
に
参
拝
し
ま

し
た
。
中
央
道
土
岐
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
か
ら
美
濃
関
方
面
へ
進
み
、
す
ぐ

の
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
降
り
、
可
児
市
方
面
に
五
キ

ロ
ほ
ど
行
っ
た
道
沿
い
右
側
に
あ
り

ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
の
地
方
を
お
治
め
に
な
ら
れ
た
八

坂
入
彦
命
に
は
、
入
姫
と
弟
姫
の
二 


